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八月十四日、テレビのニュースで北方領土の元島民の撮影を続ける写真家、山田淳子さんの作品

を集めた写真展が、根室市で開催されているというニュースを見た。今年で終戦から八十年を迎え、

元島民の高齢化は進み、撮影後に亡くなった人もいる。ニュースの中で写真家の山田さんは、 

「写真を通じて元島民の背景にどういうことがあるのかを想像しながら見てもらいたい。」と、

話していたのか印象的だった。調べてみると、北方領土には、終戦直後の一九四五年八月十五日時

点で、一万七千二百九十一人の日本人が住んでいた。大樹町の人口は今年七月末現在、約五千二百

人程である。大樹町の人口の三倍以上の方々が、抑留されたり、強制退去させられたりしたという

ことを考えると、恐ろしい話である。想像してみると、十数年生まれ育った家から突然追い出され

ることと同じである。そして八十年という月日が経ち、生まれ育った街へ帰ることも許されないど

ころか、お年寄りとなってしまったら、なかなか足を運ぶことさえも難しいのが現実ではないだろ

うか。どんな思いで元島民は八十年間を過ごしてきたのだろうか。 

小学校五年生の社会で北方領土の歴史や問題点を学習した。しかし、あれから何一つ、北方領土

は変わらず日本人は住んでいない。両親も同じように小学校時代に北方領土について学習したらし

い。そんな両親に北方領土について尋ねると、父は「近くて遠い場所」と言っていた。母は、「あ

まり、分からないんだよね。」と言っていた。父は北海道の出身であるが、東北出身の母にとって

は、重要な問題として学習してきた記憶がないそうだ。育ってきた地域によっても、問題の大きさ

への関心の違いが感じられた。 

北方領土問題については、現状や課題について内閣府や様々な団体がまとめている。その中には、

共通して「この問題への関心を高め、理解を深めること。」と書いてあった。北海道は特に、北方

領土が身近な問題としてニュースや新聞等で取り上げられる。全国ではどうなのだろうか。終戦か

ら八十年経過した今だからこそ、より若者にも問題への関心を高められるような情報の発信が必要

なのかもしれないと感じている。私自身も、北海道民として、これからも北方領土問題に目を向け

ていこうと思う。 


